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り
災
証
明
書
に
よ
り
全
壊
、
大
規

模
半
壊
、
半
壊
の
判
定
を
受
け
、

二
次
災
害
防
止
の
た
め
解
体
が
必

要
と
認
め
ら
れ
る
も
の

⃝
受
付
場
所
・
時
間　
本
庁
舎
１

階
臨
時
窓
口
、
各
庁
舎
市
民
福
祉

課
／
午
前
９
時
～
午
後
４
時　

※
平
日
の
み

⃝
受
付
期
限　
２
月
29
日
㈬
ま
で

※
基
礎
や
浄
化
槽
等
の
解
体
処
理

は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

市
が
作
成
し
た
基
準
額
を
超
え
る

経
費
は
、
所
有
者
の
負
担
と
な
り

ま
す
。

問
本
庁
舎
生
活
環
境
課　
内
2
１

６
４
／
各
庁
舎
市
民
福
祉
課　
表

郷
☎
㉜
２
１
１
３　
大
信
☎
㊻
３

９
７
４　
東
☎
㉞
２
１
１
３

　　
市
で
は
、
東
日
本
大
震
災
に
よ

る
建
物
被
害
の
程
度
に
応
じ
、
固

定
資
産
税
の
減
免
を
行
っ
て
い
ま

す
。
建
物
被
害
認
定
調
査
の
判
定

が
「
半
壊
」
以
上
の
方
に
は
、
減

免
申
請
書
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。

ま
だ
提
出
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

３
月
30
日
㈮
ま
で
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

問
本
庁
舎
課
税
課　
内
２
１
３
０

去
し
、
同
一
宅
地
内
に
埋
設
し
ま

す
。
除
去
し
た
土
砂
は
市
の
仮
置

場
が
設
置
さ
れ
次
第
、
速
や
か
に

搬
出
し
ま
す
。
な
お
、
高
圧
洗
浄

な
ど
、
表
土
除
去
以
外
の
除
染
は

行
い
ま
せ
ん
。

⃝
受
付
方
法　

予
約
専
用
電
話

（
☎
㉒
０
６
０
６
）
で
受
け
付
け

ま
す
（
受
付
は
、
平
日
の
午
前
９

時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
）。

※
事
前
に
線
量
を
測
定
し
、
基
準

の
線
量
が
認
め
ら
れ
た
場
合
、
後

日
除
染
を
行
い
ま
す
。
線
量
測
定

お
よ
び
除
染
の
実
施
は
平
日
の
み

で
、
立
ち
会
い
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
本
庁
舎
生
活
環
境
課　
内
2
１

６
４
／
各
庁
舎
市
民
福
祉
課　
表

郷
☎
㉜
２
１
１
３　
大
信
☎
㊻
３

９
７
４　
東
☎
㉞
２
１
１
３

　　
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
甚
大
な

被
害
を
受
け
た
家
屋
等
に
つ
い
て
、

所
有
者
に
代
わ
り
市
が
解
体
処
理

を
行
い
ま
す
。
す
で
に
解
体
を
行

っ
た
家
屋
等
も
支
援
の
対
象
で
す
。

⃝
対
象
家
屋
等　
市
の
固
定
資
産

税
課
税
台
帳
に
登
載
さ
れ
て
い
る

住
宅
、
ア
パ
ー
ト
、
マ
ン
シ
ョ
ン
、

倉
庫
、
蔵
、
事
務
所
、
店
舗
等
で
、

　
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に

向
け
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見

を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
懇
話
会
の

委
員
を
公
募
し
ま
す
。

⃝
応
募
資
格　
①
市
内
に
在
住
も

し
く
は
通
勤
し
て
い
る
満
18
歳
以

上
の
方　
②
男
女
共
同
参
画
推
進

に
関
心
が
あ
る
方　
③
平
日
の
夜

間
に
開
催
さ
れ
る
会
議
に
出
席
で

き
る
方
（
国
・
地
方
公
共
団
体
の

議
員
お
よ
び
公
務
員
を
除
く
）

⃝
募
集
人
数　
２
人

⃝
応
募
方
法　
応
募
申
込
書
（
本

成
セ
ン
タ
ー
（
中
田
）

⃝
内
容
　
創
業
に
向
け
て
の
心
構

え
と
基
本
知
識
、
利
益
計
画
の
立

て
方
、
実
際
の
起
業
家
を
講
師
に

し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

⃝
定
員
　
30
人

⃝
申
込
期
限
　
２
月
15
日
㈬
ま
で

問
㈳
産
業
サ
ポ
ー
ト
白
河
☎
㉑
７

３
６
１

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
携
帯

電
話
向
け
「
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
放

送
」（
通
称
・
モ
バ
キ
ャ
ス
）
が
４

月
よ
り
、
東
京
・
名
古
屋
・
大
阪

地
区
を
中
心
に
開
始
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
ア
ナ
ロ
グ
テ

レ
ビ
放
送
で
使
用
し
て
い
た
Ｖ
Ｈ

Ｆ
帯
の
周
波
数
を
使
用
す
る
た
め
、

Ｖ
Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ
で
ア
ナ
ロ
グ
テ

レ
ビ
放
送
を
受
信
し
て
い
る
住
宅

の
一
部
に
、
受
信
障
害
が
起
こ
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
現
在
、
試

験
電
波
を
送
信
し
て
い
ま
す
の
で
、

10
チ
ャ
ン
ネ
ル
、
11
チ
ャ
ン
ネ
ル
、

12
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
映
像
が
悪
い
場

合
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

⃝
連
絡
先　
モ
バ
キ
ャ
ス
受
信
障

害
対
策
セ
ン
タ
ー
☎
０
１
２
０
︲

３
５
５
︲
４
１
１
（
午
前
９
時
～

午
後
５
時
）

⃝
日
時
　
２
月
21
日
㈫
／
午
後
１

時
～
３
時

⃝
会
場
　
中
央
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
「
白
寿
園
」（
北
中
川
原
）

⃝
内
容
　
義
肢
な
ど
の
処
方
、
診

察
お
よ
び
医
療
相
談

⃝
担
当
医
師
　
白
河
厚
生
総
合
病

院
整
形
外
科　
鈴す

ず
き木
幹み

き
お夫
部
長

⃝
持
参
品
　
身
体
障
害
者
手
帳
お

よ
び
印
鑑

⃝
申
込
期
限
　
２
月
14
日
㈫
ま
で

問
本
庁
舎
社
会
福
祉
課　
内
２
７

１
５

　
９
月
診
療
分
以
降
の
「
医
療
費

の
お
知
ら
せ
」
は
、
作
成
シ
ス
テ

ム
の
変
更
に
伴
い
、
３
月
上
旬
頃

の
送
付
と
な
り
ま
す
。

問
本
庁
舎
国
保
年
金
課　
内
２
１

７
２

　
平
成
24
年
１
月
１
日
現
在
で
調

整
し
た
「
農
業
委
員
会
委
員
選
挙

人
名
簿
」
を
縦
覧
し
ま
す
。
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選
挙
権
が
あ
る
の
に
登
録
さ
れ

て
い
な
い
場
合
は
、
異
議
の
申
し

立
て
が
で
き
ま
す
。

⃝
期
間
　
２
月
23
日
㈭
～
３
月
８

日
㈭　

⃝
時
間
　
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時

⃝
場
所
　
本
庁
舎
選
挙
管
理
委
員

会
室
（
５
階
）

問
本
庁
舎
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局　
内
２
５
１
０

　
税
理
士
の
居い

か
わ川

孝た
か
お男

氏
と
㈱
ア

ズ
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
代
表

の
前ま

え
だ田

文あ
や

氏
を
講
師
に
招
き
、
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

⃝
日
時
　
２
月
18
日
㈯
／
午
前
９

時
～
午
後
２
時
30
分

⃝
会
場
　
市
産
業
プ
ラ
ザ
人
材
育

ホームページアドレス
http://www.city.shirakawa.fukushima.jp/
問＝問い合わせ先
内＝内線番号
◇本 庁 舎　八幡小路７-１　　  ☎㉒1111
◇表郷庁舎　表郷金山字長者久保２　☎㉜2111
◇大信庁舎　大信増見字北田58　☎㊻2111
◇東 庁 舎　東釜子字殿田表50　☎㉞2111

くらしの
情 報 館募

集

庁
舎
地
域
支
援
課
・
各
庁
舎
総
務

課
に
あ
り
ま
す
）
お
よ
び
作
文

（
テ
ー
マ
「
私
が
考
え
る
男
女
共

同
参
画
社
会
」
４
０
０
字
程
度
）

を
本
庁
舎
地
域
支
援
課
・
各
庁
舎

総
務
課
に
持
参
ま
た
は
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。

⃝
応
募
期
限　
２
月
29
日
㈬
ま
で

（
当
日
消
印
有
効
）

問
本
庁
舎
地
域
支
援
課　
内
２
２

５
７

　
市
民
が
居
住
す
る
住
宅
の
敷
地

内
で
局
所
的
に
空
間
放
射
線
量
が

高
い
箇
所
（
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
）

の
土
砂
等
を
、
同
一
宅
地
内
に
一

時
保
管
で
き
る
場
合
に
限
り
、
市

が
除
染
を
行
い
ま
す
。

⃝
対
象
箇
所　
宅
地
内
で
地
表
面

か
ら
１
ｍ
の
高
さ
の
放
射
線
量
が

１
時
間
あ
た
り
１
マ
イ
ク
ロ
シ
ー

ベ
ル
ト
以
上
と
な
る
箇
所
（
雨
ど

い
の
下
な
ど
）。
対
象
面
積
が
広

い
場
合
に
は
、
放
射
線
量
が
特
に

高
い
場
所
の
み
除
染
を
行
い
ま
す
。

⃝
除
染
方
法　
原
則
と
し
て
、
対

象
箇
所
の
表
土
を
約
50
㎝
四
方
除

案
内

翠楽苑
市民入園無料券

翠楽苑
市民入園無料券

翠楽苑
市民入園無料券

翠楽苑
市民入園無料券

翠楽苑
市民入園無料券

本券一枚でお一人様限り 本券一枚でお一人様限り 本券一枚でお一人様限り 本券一枚でお一人様限り 本券一枚でお一人様限り

有効期間
平成24年２月１日㈬から
平成24年３月19日㈪まで

有効期間
平成24年２月１日㈬から
平成24年３月19日㈪まで

有効期間
平成24年２月１日㈬から
平成24年３月19日㈪まで

有効期間
平成24年２月１日㈬から
平成24年３月19日㈪まで

有効期間
平成24年２月１日㈬から
平成24年３月19日㈪まで

（２月８日㈬、３月14日㈬は休園です） （２月８日㈬、３月14日㈬は休園です） （２月８日㈬、３月14日㈬は休園です） （２月８日㈬、３月14日㈬は休園です） （２月８日㈬、３月14日㈬は休園です）

市
男
女
共
同
参
画
推
進

懇
話
会
委
員

　すべての企業・事業所を対象に実施
しています。調査票の記入はお済みで
しょうか。調査票が届いていない場合
は、ご連絡ください。
　　　　問本庁舎企画政策課　内2328

経済センサスキャラクター

肢
体
不
自
由
者
巡
回
相
談
会

農
業
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

東
日
本
大
震
災
に
伴
う

固
定
資
産
税
減
免

損
壊
家
屋
等
の
解
体

処
理
支
援

医
療
費
の
お
知
ら
せ

起
業
家
育
成
セ
ミ
ナ
ー

住
宅
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
除
染

ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
受
信
障
害
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⃝
講
師　
福
島
大
学
経
済
経
営
学

類
教
授　
奥お

く
や
ま山
修し

ゅ
う
じ司
氏

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
し
ら
か
わ
市
民
活

動
支
援
会
☎
㉛
７
５
９
５

　
福
島
の
酒
の
安
全
・
安
心
を
県

酒
造
組
合
が
宣
言
し
ま
す
。

⃝
日
時
　
２
月
17
日
㈮
／
午
後
６

時
30
分
か
ら

⃝
会
場　
マ
イ
タ
ウ
ン
白
河
（
本

町
）

⃝
入
場
料
　
前
売
１
、
０
０
０
円

（
当
日
２
０
０
円
増
）

※
チ
ケ
ッ
ト
販
売
所
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
白
河
小
売
酒
販
組
合
☎
㉒
０
０

６
５

　　
し
ら
か
わ
・
市
民
放
射
能
測
定

所
（
通
称
「
ベ
ク
知
る
」）
で
は
、

食
品
の
放
射
能
測
定
を
行
っ
て
い

ま
す
。

⃝
測
定
場
所
　
マ
イ
タ
ウ
ン
白
河

（
本
町
）

⃝
稼
働
日
時　
毎
週
土
・
日
曜
日

／
午
前
10
時
～
午
後
４
時

⃝
測
定
料
　
１
サ
ン
プ
ル
に
つ
き

５
０
０
円

※
完
全
予
約
制
で
す
。
事
前
に
電

話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

⃝
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

し
ら
か
わ
・
市
民
放
射
能
測
定
所

を
運
営
す
る
会
☎
㉛
７
５
９
５

　
東
北
税
理
士
会
白
河
支
部
で
は
、

税
理
士
記
念
日
に
税
の
無
料
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

⃝
日
時
　
２
月
23
日
㈭
／
午
前
10

時
～
午
後
４
時

⃝
会
場　
市
産
業
プ
ラ
ザ
人
材
育

成
セ
ン
タ
ー
（
中
田
）

問
同
支
部
☎
㉗
０
３
１
６

　　　
⃝
日
時
　
２
月
７
日
㈫
～
19
日
㈰

／
午
前
10
時
～
午
後
７
時
（
土
・

日
曜
日
は
午
前
９
時
30
分
～
午
後

６
時
）
※
月
曜
休
館

⃝
会
場
　
市
立
図
書
館
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
、
小
会
議
室
（
道
場
小
路
）

⃝
入
場
料
　
無
料

※
期
間
中
は
、「
手
塚
治
虫
」
の
複

製
原
画
や
パ
ネ
ル
の
展
示
、
ま
た

W
i-Fi

機
能
搭
載
の
端
末
で
手
塚

漫
画
４
０
０
巻
を
無
料
で
読
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。

問
㈶
白
河
観
光
物
産
協
会
☎
㉒
１

１
４
７

　　
70
歳
以
上
の
方
に
加
え
、
65
歳

以
上
の
方
も
無
料
で
接
種
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

⃝
対
象　
市
内
に
住
所
を
有
す
る

65
歳
以
上
の
方
（
県
外
に
避
難
し

て
い
る
65
歳
以
上
の
方
も
対
象
と

な
り
ま
す
）
※
3
月
31
日
ま
で
に

65
歳
に
な
る
方
を
含
み
ま
す
。

⃝
費
用
助
成
期
間　
２
月
１
日
㈬

～
３
月
31
日
㈯

⃝
接
種
方
法　
か
か
り
つ
け
の
医

療
機
関
に
予
約
し
て
接
種
し
て
く

だ
さ
い
。
※
再
接
種
を
す
る
方
は
、

前
回
の
接
種
か
ら
5
年
以
上
経
過

し
て
い
る
場
合
に
限
り
助
成
の
対

象
と
な
り
ま
す
。
副
反
応
が
起
き

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
再
接

種
前
に
医
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

⃝
県
外
の
医
療
機
関
で
接
種
す
る

場
合　
接
種
前
に
、
印
鑑
を
持
参

し
、
本
庁
舎
健
康
増
進
課
ま
た
は

各
庁
舎
市
民
福
祉
課
に
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

問
本
庁
舎
健
康
増
進
課
（
中
央
保

健
セ
ン
タ
ー
）
☎
㉗
２
１
１
２
／

各
庁
舎
市
民
福
祉
課　
表
郷
☎
㉜

２
１
１
４　
大
信
☎
㊻
２
１
１
４

東
☎
㉞
２
１
１
６

⃝
日
時
　
２
月
14
日
㈫
／
午
後
６

時
30
分
開
演　
※
入
場
無
料

⃝
会
場　
市
立
図
書
館
中
会
議
室

（
道
場
小
路
）

⃝
内
容　
「
高
齢
化
社
会
に
お
け

る
地
域
交
通
の
あ
り
方
を
考
え
る
」
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ま
ち
か
ど
伝
言
板

案
内

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種

【開園時間】
午前９時～午後４時30分

問翠楽苑☎㉓6888

【開園時間】
午前９時～午後４時30分

問翠楽苑☎㉓6888

【開園時間】
午前９時～午後４時30分

問翠楽苑☎㉓6888

翠 楽 苑 翠 楽 苑 翠 楽 苑 翠 楽 苑 翠 楽 苑
《入園料》
無　料

※呈茶を希望される方は
　入園時にお申し込みく
　ださい。
　（呈茶料：500円）

《入園料》
無　料

※呈茶を希望される方は
　入園時にお申し込みく
　ださい。
　（呈茶料：500円）

《入園料》
無　料

※呈茶を希望される方は
　入園時にお申し込みく
　ださい。
　（呈茶料：500円）

《入園料》
無　料

※呈茶を希望される方は
　入園時にお申し込みく
　ださい。
　（呈茶料：500円）

【開園時間】
午前９時～午後４時30分

問翠楽苑☎㉓6888

《入園料》
無　料

※呈茶を希望される方は
　入園時にお申し込みく
　ださい。
　（呈茶料：500円）

【開園時間】
午前９時～午後４時30分

問翠楽苑☎㉓6888
㈶白河観光物産協会 ㈶白河観光物産協会 ㈶白河観光物産協会 ㈶白河観光物産協会 ㈶白河観光物産協会

税
の
無
料
相
談
会

新
酒
き
き
酒
会
お
よ
び
即
売
会

食
品
の
放
射
能
測
定
所

デ
ジ
タ
ル
マ
ン
ガ
展

地
域
送
迎
シ
ス
テ
ム

を
考
え
る
セ
ミ
ナ
ー

   

白
河
市
長
　

　     

鈴
木
　
和
夫

『
長
谷
川
平
蔵
の
涙
』

市
長
の

手
控
え
帖

近
松
門
左
衛
門
の
傑
作
を
若
き
吉
右
衛
門
と
岩
下

志
麻
が
演
じ
た
。
全
編
に
歌
舞
伎
と
浄
瑠
璃
の
雰

囲
気
が
漂
う
。
死
出
の
道
行
き
を
決
意
す
る
、
細

面
で
ど
こ
か
儚
げ
な
商
家
の
旦
那
と
き
り
っ
と
し

た
遊
女
の
役
柄
が
印
象
的
で
し
た
。

　
吉
右
衛
門
の
父
も
演
じ
た
長
谷
川
平
蔵
。
強
い

使
命
感
と
果
断
さ
で
凶
悪
犯
を
捕
縛
し
、
江
戸
の

治
安
を
守
る
。
彼
を
慕
う
同
心
た
ち
へ
の
心
配
り

も
欠
か
さ
な
い
。
ま
た
非
道
に
手
を
染
め
る
人
間

の
悲
し
み
や
複
雑
さ
に
思
い
を
寄
せ
、
貧
困
や
社

会
の
矛
盾
が
犯
罪
を
生
む
こ
と
も
承
知
し
て
い
る
。

「
良
い
こ
と
を
し
な
が
ら
悪
い
こ
と
を
す
る
の
が

人
と
い
う
も
の
よ
」
と
言
う
、
平
蔵
の
目
に
光
る

涙
は
奥
深
い
。
若
い
頃
、
無
頼
の
日
を
送
っ
た
こ

と
も
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
人
情
の
機
微
を
わ
き
ま

え
、
一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
こ
の
世
の
難
し
さ
を

誰
よ
り
も
分
か
っ
て
い
た
の
だ
と
思
う
。
平
蔵
は

奥
行
き
の
あ
る
味
わ
い
深
い
人
物
。
吉
右
衛
門
は
、

播
磨
屋
の
重
厚
で
陰
影
の
あ
る
芸
風
で
こ
れ
を
見

事
に
演
じ
て
い
ま
す
。

　
よ
く
人
足
寄
場
が
登
場
し
ま
す
。
刑
を
終
え
た

者
や
無
宿
人
に
、
神
仏
の
教
え
や
生
活
の
基
本
を

指
導
し
た
り
、
大
工
や
建
具
な
ど
の
職
業
訓
練
を

施
す
と
こ
ろ
。
平
蔵
は
、
職
の
な
い
こ
と
が
心
の

荒
廃
を
呼
び
、
犯
罪
を
招
く
こ
と
の
恐
さ
を
肌
で

知
っ
て
い
た
。
そ
れ
故
に
、
彼
ら
を
一
人
前
の
人

間
と
し
て
世
に
送
り
出
す
こ
と
が
、
失
業
対
策
や

社
会
の
安
定
に
つ
な
が
る
と
考
え
、
時
の
老
中
松

平
定
信
に
、
人
足
寄
場
の
必
要
性
を
訴
え
た
。
大

災
害
や
飢
饉
が
、
政
変
や
社
会
の
混
乱
を
引
き
起

こ
す
こ
と
を
熟
知
し
て
い
た
定
信
は
、
こ
れ
を
取

り
入
れ
、
石
川
島
に
建
設
し
た
。
為
政
者
と
治
安

維
持
官
の
お
手
柄
で
す
。
も
っ
と
も
定
信
は
、
平

蔵
の
功
績
は
認
め
た
も
の
の
、
剛
愎
で
闊
達
な
人

柄
を
良
し
と
し
な
か
っ
た
と
の
こ
と
。
育
ち
の
違

   

江
戸
を
火
付
け
や
盗
賊
か
ら
守
る
、「
火
付
盗
賊

改
方
」
長
官
の
長
谷
川
平
蔵
。
池
波
正
太
郎
の
原

作
や
テ
レ
ビ
で
お
な
じ
み
で
す
。
こ
の
「
鬼
の
平

蔵
」
を
演
じ
た
ら
、
当
代
右
に
出
る
者
が
い
な
い

役
者
が
中
村
吉
右
衛
門
。
惚
れ
惚
れ
す
る
ほ
ど
い

い
男
振
り
で
す
。
吉
右
衛
門
は
、
昨
年
人
間
国
宝

に
認
定
さ
れ
た
。
現
代
で
は
坂
田
藤
十
郎
、
尾
上

菊
之
助
に
次
い
で
三
人
目
。
父
松
本
白
鸚
と
親
子

で
の
偉
業
で
も
あ
り
ま
す
。
一
門
の
「
播
磨
屋
」

は
、
心
の
陰
影
を
き
め
細
か
く
表
現
す
る
こ
と
に

重
き
を
置
い
て
い
る
と
の
こ
と
。
歌
舞
伎
の
中
に

は
、
大
立
回
り
・
大
見
得
、
宙
返
り
な
ど
荒
事
や

外
連
の
技
で
客
を
呼
ぶ
一
門
も
あ
る
。
吉
右
衛
門

は
、
古
典
を
守
り
そ
の
中
に
深
い
精
神
的
な
も
の

を
反
映
し
、
芸
術
性
を
高
め
た
い
と
言
う
。

   

長
い
セ
リ
フ
で
有
名
な
真
山
青
果
作
「
元
禄
忠

臣
蔵
」
を
観
ま
し
た
。
お
な
じ
み
の
松
の
廊
下
や

討
ち
入
り
の
場
面
は
な
く
、
淡
々
と
し
か
し
陰
影

に
富
ん
だ
、
心
の
交
流
・
葛
藤
・
哀
れ
み
を
描
く
。

本
物
の
芸
が
試
さ
れ
る
舞
台
。
吉
右
衛
門
は
、
ひ

そ
か
に
赤
穂
浪
士
を
応
援
す
る
甲
府
宰
相
綱
豊
と
、

大
石
内
蔵
助
の
二
役
を
演
ず
る
。
大
柄
な
姿
が
よ

り
映
え
る
立
居
振
舞
。
心
の
奥
底
か
ら
湧
き
出
る

言
葉
と
真
に
迫
る
表
情
で
、
義
士
の
悲
し
み
・
喜

び
・
安
堵
を
表
わ
す
。
誰
も
が
分
か
っ
て
い
る
筋

立
て
に
も
拘
わ
ら
ず
、
知
ら
ず
知
ら
ず
引
き
込
ま

れ
、
い
つ
し
か
涙
が
あ
ふ
れ
る
。
ま
さ
し
く
千
両

役
者
。
吉
右
衛
門
の
芸
の
深
さ
に
拍
手
で
す
。

  

急
に
、
映
画
「
心
中
天
網
島
」
を
思
い
出
し
た
。

い
か
、
政
策
の
根
本
を
な
す
理
念
の
ず
れ
か
。
古

今
東
西
、
肌
が
合
う
合
わ
な
い
は
、
理
屈
で
は
説

明
し
よ
う
の
な
い
事
柄
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
す
。

　
吉
右
衛
門
は
30
数
年
前
の
「
元
禄
忠
臣
蔵
」
で
、

幕
開
け
三
日
前
に
父
か
ら
代
役
を
や
れ
と
言
わ
れ

た
そ
う
で
す
。
父
の
稽
古
は
見
て
い
た
も
の
の
、

自
分
が
演
ず
る
心
構
え
は
で
き
て
い
な
い
か
ら
、

さ
あ
大
変
。
も
し
で
き
な
か
っ
た
ら
、
こ
の
先
は

な
い
と
意
を
決
し
、
内
蔵
助
の
膨
大
な
セ
リ
フ
を

三
日
徹
夜
で
覚
え
た
と
の
こ
と
。
こ
れ
以
降
、
い

つ
代
役
を
ま
か
さ
れ
て
も
い
い
よ
う
に
、
普
段
の

稽
古
や
芝
居
を
き
っ
ち
り
見
て
、
体
に
刻
む
と
言

い
ま
す
。
誠
に
、
人
間
国
宝
に
な
る
ほ
ど
の
人
の

構
え
は
見
上
げ
た
も
の
で
す
。

   

新
春
に
全
国
を
沸
か
す
箱
根
駅
伝
で
も
、
急
な

エ
ン
ト
リ
ー
交
代
が
あ
る
。
い
つ
で
も
走
れ
る
よ

う
練
習
を
積
ん
で
き
た
と
は
い
え
、
い
き
な
り
指

名
さ
れ
た
選
手
の
重
圧
と
緊
張
は
い
か
ば
か
り
で

し
ょ
う
。
で
も
、
い
ず
れ
の
ラ
ン
ナ
ー
も
立
派
に

走
り
責
任
を
果
た
し
て
い
る
。
恐
れ
い
り
ま
す
。

白
河
出
身
の
東
洋
大
の
２
人
は
、
来
年
、
栄
光
の

東
海
道
を
走
っ
て
く
れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

  

震
災
か
ら
10
か
月
余
。
復
旧
に
全
力
を
あ
げ
、

こ
の
先
の
発
展
を
見
据
え
て
い
る
も
の
の
、
放
射

能
が
邪
魔
し
て
い
る
。
国
の
対
応
の
遅
さ
、
鈍
感

さ
に
は
口
に
す
る
の
も
空
し
い
ほ
ど
。
特
に
、
原

発
被
害
者
の
損
害
賠
償
地
域
か
ら
白
河
・
会
津
が

外
さ
れ
た
こ
と
に
は
唖
然
と
し
、
怒
り
心
頭
で
す
。

中
通
り
を
、
県
を
分
断
す
る
理
由
は
な
い
。
こ
れ

か
ら
県
を
あ
げ
て
、
復
興
の
松
明
を
か
ざ
そ
う
と

し
て
い
る
と
き
に
何
事
で
し
ょ
う
か
。
こ
こ
に
至

れ
ば
自
分
た
ち
の
力
で
行
動
し
て
い
く
し
か
な
い

と
思
い
ま
す
。
で
も
内
心
、
長
谷
川
平
蔵
の
よ
う

な
「
花
も
実
も
あ
る
」
為
政
者
が
出
て
き
て
欲
し

い
と
思
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。


